

































































































































































る。そこから、欄干の幅を 0.85 ～ 1.05m 程度
と推定し、弧長 L を次式のように推定できる。
　　L ＝欄干のスパン×欄干の枚数








　　D ＝ W̅/21=0.37 ～ 0.41m
　続いて材芯間の距離 d を算出する。部材の断
面欠損がなければ、距離 d は材径の約 2倍以上
である。清明上河図の考察結果及び文献 5，6，7）
の実例を参考にして、虹橋の相欠き継ぎの断面
欠損部分 eを部材断面の 1/4 程度とする。






　次に、弧長 L と材芯間の距離 d の関係式（７）
式を用いて、角度 a=0.298 ～ 0.372rad を求める
ことができる。そして、2.2 節の（５）式、あ
るいは（６）式より、半径 R=9.16 ～ 12.48	を
求めることができる。図 5（a）の幾何学関係
より、材長	lt=6.67 ～ 7.33m、スパン	l=16.47 ～
19.45m、ライズ	h=4.61 ～ 5.23m を推定できる。
最後に、橋全体の緩やかさを表現するため、ス






　　①スパン :	l=16.47 ～ 19.45m
　　②ライズ :	h=4.61 ～ 5.23m
　　③材長 :	lt=6.67 ～ 7.33m









D を 0.37m とすると、表 1の値番号A-1、B-1、






このことを考慮すると、表 1 の値番号 A-1、

















番号 L D d lt l h l/h
A-1 20.47 0.37 0.55 6.70 17.37 4.61 3.77
A-2 20.47 0.38 0.57 6.69 17.11 4.78 3.58
A-3 20.47 0.40 0.60 6.68 16.84 4.94 3.41
A-4 20.47 0.41 0.63 6.67 16.47 5.15 3.20
B-1 20.93 0.37 0.55 6.86 17.90 4.63 3.87
B-2 20.93 0.38 0.57 6.85 17.63 4.80 3.68
B-3 20.93 0.40 0.60 6.84 17.37 4.96 3.50
B-4 20.93 0.41 0.63 6.82 17.01 5.17 3.29
C-1 21.39 0.37 0.55 7.02 18.42 4.64 3.97
C-2 21.39 0.38 0.57 7.01 18.16 4.81 3.77
C-3 21.39 0.40 0.60 7.00 17.91 4.98 3.60
C-4 21.39 0.41 0.63 6.98 17.55 5.19 3.38
D-1 21.85 0.37 0.55 7.17 18.94 4.65 4.07
D-2 21.85 0.38 0.57 7.16 18.69 4.83 3.87
D-3 21.85 0.40 0.60 7.15 18.43 4.99 3.69
D-4 21.85 0.41 0.63 7.14 18.08 5.21 3.47
E-1 22.31 0.37 0.55 7.33 19.45 4.66 4.17
E-2 22.31 0.38 0.57 7.32 19.21 4.84 3.97
E-3 22.31 0.40 0.60 7.31 18.96 5.01 3.79




























































































































































３）Pei-Shan	 Chen：A	 Study	 Report	 on	
an	Ancient	 Chinese	Wooden	 Bridge	


























Beam 円筒と Lap-Beam ドームを提案した。但
し，提案した空間構造の応用例の力学特性につ
いての研究は今後の課題になっている。
　虹橋の使用材料，建設方法，接合部の詳細，
力学特性など数多くの課題が残されている。今
後，一層努力して研究を続けていこうと考えて
いる。
???
　この研究に協力して下さった中国河南大学・
古建園林設計研究院の張家泰教授ならびに同校
建築土木学院の先生方に心から感謝いたしま
す。本研究に携わった陳研究室の卒業研修生の
皆様に心から感謝いたします。
